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別記様式 

会 議 録 

会議の名称 令和５年度 第８回栃木西部地域会議 

開催日時 令和６年２月２０日（火）１８時３０分 開会  ２０時００分 閉会 

開催場所 寺尾公民館 大交流室 

出席者氏名 別紙１のとおり 

欠席者氏名 別紙１のとおり 

事務局職員職氏名 別紙１のとおり 

その他出席者等 別紙１のとおり 

会議事項 別紙２のとおり 

会議の公開又は 

非公開の別 
公開 

傍聴人の数 ０人 

その他必要事項  

会議の経過 

発言者 議題・発言内容・決定事項 
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１ 開会 

─ 開会 ─ 

 

２ あいさつ 

─ 酒巻会長あいさつ ─ 

・先週土曜日に３回目の熟くり塾が開催され、全３回を無事開催することがで

き、ほっとしている。それぞれの地域の委員には準備や片付けをしていただ

きありがとうございました。 

 

３ 議事 

(1) 令和７年度実施 地域予算提案事業案について 

<説明①> 

 ・前回会議において情報共有した２０の事業のうち、特に話題に挙がった事

業や優先度が高いと思われる１０事業について、概算見積りをした。 

 

― 資料１、資料１－２に基づいて説明 ― 

 

・地域予算提案事業 概算見積り結果報告（全１０事業） 

 ①栃木西部地域統合中学校 統合前３中学校の歴史・伝統継承事業（ステン

レスエッチングプレート作成） 

 ②栃木西部地域統合中学校 新校歌 PR 事業 

 ③防犯カメラ設置事業 

 ④フリーWi-fi 環境整備事業 

 ⑤避難所備品購入事業（電源設備・充電設備の充実） 
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副会長Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副会長Ｂ 

 ⑥栃木西部地域会議 PR用アメニティの製作事業 

 ⑦皆川城址公園及び城址公園入口につながる公民館進入路及び駐車場への

照明（外灯）の設置事業（併せて公民館敷地への設置） 

 ⑧皆川地区出土品の展示会の開催事業 

 ⑨皆川広照公没後４００年行事の開催事業（令和８年度以降の対応） 

 ⑩寺尾ふれあい水辺の広場 休憩施設の設置事業 

 

<説明②> 

 ・ここまでの説明をもとに、３地域に分かれて話し合いを進める。 

 ・提案アイデア一覧（資料１）の中から、令和７年度実施分の提案限度額で

ある、５５６万４千円の予算枠の中で「栃木西部地域として優先的に実施

したいもの」と「それぞれの地域（皆川地域、吹上地域、寺尾地域）で優

先的に実施したいもの」はどれか、グループで３０分間の話し合い。 

 ・最後に意見共有のため、各地域の代表が話し合いの結果を発表する。 

 

― 資料１－３、資料１－４に基づいて説明 ― 

― グループワーク ― 

 

<結果発表> 

 吹上地域。令和７年度実施の提案事業であるので、令和８年４月に中学校が

統合されることから、統合前３中学校の記念レリーフを作成するのが先ではな

いか。同時に新校歌のＣＤ作成と防災無線で校歌を流す事業を優先しておこな

うべきではないかという話になった。 

 各公民館へのフリーＷｉ－ｆｉの設置は災害時の情報取得に役立つため、こ

ちらも優先して進めていけると良いと思う。 

 外国語版ゴミの分け方・出し方を地区内の外国人に配布することも必要だと

思う。 

 

 皆川地域。全体的な事業としては、学校に防犯カメラを優先的に設置したほ

うがいいのではないか。フリーＷｉ－ｆｉ設置は維持・設置に結構な費用がか

かるため、防犯カメラとどちらかを選ぶことになるのでは。 

 学校の記念レリーフも話が出たが、閉校になる学校の同窓会が動く場合には

そちらが優先して話が進むのではないか。 

 皆川地域としては、屋外の時計を設置したいと考えている。「スマホで確認で

きるので不要でないか？」という意見もあるが、公民館利用者の中にはスマホ

を持っていない人もいるし、小・中学生の利用もあることから、屋外での時間

管理は必要だと考える。 

 あと、城址公園に関する照明の設置。フットライトやガーデンライトの設置

を進めたいという話になった。 

 

 寺尾地域。全体では各学校への防犯カメラの設置が第一希望。第二希望とし
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事務局 

は、公民館への大型時計の設置。 

 寺尾地域としては、水辺の広場への植樹。桜の木の植え付けとベンチを設置

したい。 

 

<意見・質問> 

能登半島地震の件を考えれば、フリーＷｉ－ｆｉは西部地域会議ではなく、

市で設置を進める案件だと思う。（地域予算ではなく）市にはたらきかける方向

で進められないか。 

 

避難所には優先的に設置をした方が良い。 

 

もともと栃木市でも一部の公共施設・観光施設に災害対策を目的とするＷi-

fi 設備を設置しているが、（西部地域内の）公民館には設置されていない。導

入時に費用的な課題もあったのではないか。災害時に情報を得るという意味で

は必要な設備であると思う。今後の市の災害対策の方針等について情報収集す

る。限られた予算の中で出された意見をどのように組み合わせて実施していく

か、事務局でも引き続き検討を進める。 

 

４ その他 

・栃木市子ども・子育て会議委員候補者の推薦について 

 ・現在、鈴木加織委員にお願いしている。委員の変更がある場合は改めて推

薦するよう、担当課の子育て支援課から依頼があったが、栃木西部地域は

委員の変更はないため、引き続き鈴木委員にお願いする。 

 

・栃木市上下水道事業調査委員会委員の推薦について 

 ・現在、門沢イミ子委員にお願いをしている。こちらは担当課である上下水

道総務課より新しい任期（令和６年４月１日から２年間）での推薦依頼が

あった。任期満了に伴う依頼となるが、再任で門沢委員を推薦する。 

 

・栃木西部熟くり塾について（実施報告） 

 ・第２回を吹上公民館で１月２７日（土）（参加者:３６名）、第３回を皆川公

民館で２月１７日（土）（参加者:３１名）に開催した。全３回を無事開催。

来年度も実施予定。 

 

・栃木西部地域会議だより 第１７号の発行について 

 ・３月１９日（火）に発行される広報とちぎ４月号に折り込みで、栃木西部

会議だより（第１７号）を地域内に全戸配付するため、誌面（案）を配布。 

 

・第９回栃木西部地域会議について 

・令和６年３月１９日（火）１９時００分から 皆川公民館にて開催予定。 

 



５ 閉会 

── 以上、何も無いことを確認 ── 

── 閉会 ── 

 

（会議終了時刻 ２０時００分） 

 



別紙１ 出席者及び事務局 
 

<出席者（委員）> 

会 長 酒巻 幸夫 

副会長 中島 元一    副会長 峰岸 晃一 

委 員 厚木 秀夫    委 員 宇佐見 まり子  

委 員 門沢 イミ子   委 員 毛塚 豊子 

委 員 石沢 恵一    委 員 正田 秀雄 

委 員 鈴木 加織    委 員 関口 みよ子 

委 員 蓼沼 善雄    委 員 棚橋 利行 

委 員 吉田 美奈子 

 

<欠席者（委員）>  

 委 員 小池 祐也     

 

<事務局> 

飯島 洋子 （吹上公民館長兼栃木西部地域まちづくりセンター所長） 

金子 博文 （皆川公民館館長） 

佐藤 光三 （寺尾公民館館長） 

石沢 竜次 （吹上公民館主査） 



別紙２ 会議事項及び配付資料一覧 

 

<会議事項> 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 議 事 

(1) 令和７年度実施 地域予算提案事業案について 

４ その他 

・ 栃木市子ども・子育て会議委員候補者の推薦について 

・ 栃木市上下水道事業調査委員会委員の推薦について 

・ 栃木西部熟くり塾について（実施報告） 

・ 栃木西部地域会議だより 第１７号の発行について 

・ 第９回栃木西部地域会議について 

５ 閉会 

 

<配布資料一覧> 

・ 令和７年度実施分 地域予算提案事業 提案アイデア一覧 資料１ 

・ 栃木西部地域会議 令和７年度実施分 地域予算提案事業検討資料 資料１－２ 

・ 地域予算提案制度について 資料１－３ 

・ 令和７年度実施 地域予算提案事業案について（記録用紙） 資料１－４ 

・ 栃木市子ども・子育て会議委員候補者の推薦について（依頼） 資料２ 

・ 栃木市上下水道事業調査委員会委員の推薦依頼について 資料３ 

・ 令和５年度栃木西部熟くり塾 開催記録 資料４ 

・ 栃木西部地域会議だより 第１７号（案） 資料５ 


